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秩父郡大宮町における他国商人の定着  
一中町・伊勢屋片山家を事例に－   

Ⅰ 他国者片山家の来任  

1）「系図」に見える片山家   

まず，片Lu家が大宮町へ来任する過程を示して  

いくことにする。大宮町における片山家に関する  

初出史料は，字「下なつち」の畑を梅太郎から譲  

り受けた証文の元禄12年（1699）10月「手形之単」  

である。この証文には「大宮町 玄友」の名が見  

え，片山家は，これ以前に大宮町に居住していた  

ことになる。しかし，残念ながら，来任の経緯を  

具体的に示す証文はない。その中で，片山家に伝  

存する1通の刻封4）が貴重な手がかりとなる。こ  

れは，第3図にホした通り，文政7年（1824）1月  

に没した要人（諦・正姫）の代までが記されてお  

り，要人によって記されたものと推定される。以  

下，この「系図」によって，片Ij」家の来歴を見る  

ことにしたい。   

片山家は楠木正成の5世孫であった左衛門正光  

を祖とする。正光は勢州片山郷（現，三重県多気  

郡多気町）に住んでいたことから，片山姓を名乗っ  

た。その後，楠姓に復し，9代正典が勢州の八田  

城主となったが，その子安具は文禄3年（1594）3  

月に八田城が落ちた際に戟死したと伝える。   

安具の実弟で養子の正頼は「隠士」として「武  

陽秩父郡」に住むようになり，再び片山姓を称し  

た。「医道」を学び，玄過と号したいう。これは「系  

図」上，片山家が秩父郡内に来任し，また，医師  

を生薬とした初見である。正頼は，片山家過去帳5）  

に見える寛永20年（1643）11月に没した秩父におけ  

る片山家の初代に比定される。   

正頼は従兄弟の子正員を養子とし，後を継がせ  

た。正員は，八田城主だった正具の妻の生家渡辺  

家の後を継いでおり，正頼の後を継いだ後も片山  

Ⅰ はじめに  

小稿は，他国から来任した片山家の系譜，特に  

寛政期（1789－1801）に薬種店伊勢屋義兵衛が医師  

汁Ill家から名跡を相続した経緯を検討することに  

より，人宵町における他国商人の走者の特徴を明  

らかにしていくことを課題とする。   

人宮町の商業活動は，元禄期（1688～1704）を過  

ぎたころから活発化する′）その要因の一肌つに，近  

江商人・伊勢商人などの他国商人が大宮町に来任  

し，その商業活動に参入してきたことが挙げられ  

る1）。   

け山家は，はじめ医師を家業としていたが，寛  

政期以降，伊勢屋盛典衛（俗称，伊勢嘉）を名乗っ  

て薬種店を経常した2）。系譜上，薬種店を開業し  

たと伝えられる窺兵衛以降の当主と，それ以前の  

片出家との間には断絶があるが，それは医師片山  

家の名跡を他国より転人した窟兵衛が継いだこと  

による。   

なお，片目」家が屋敷を構えていたのは中町であ  

る。第1図に明治期の中町の景観を掲げ，片山家  

の屋敷の位置を示した。中町の町並みは，南北2  

町35間（約282m）の往還沿いに軒を並べており，  

東横丁（惣円寺横丁，新寺横】rとも言う）の延長線  

を境に，上町側が1丁目，守一町側が2丁目に分け  

られている。天保6年（1835）7月「中弐町議定書  

写」には，「祝儀」の単位として，中町の中で十  

六日町内と六日町内に分かれていたことが記され  

ているが，これらの名称は，それぞれ六斎市の市  

日による。十六日町は現在の1丁目，六日町は2  

丁目に相当すると考えられる3）。片山家はこのう  

ち六日町に屋敷を持ち，第2図の薬種店を構えて  

いた。  
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柳島通り  

因片山家  享保元年 自身番所  

A六日町 玄 友  b 十六目町  利兵衛  

文化13年 市場惣代居所  

C六日市場 助右衛門  f 十六E】市場 佐兵衛  

D 何  忠兵衛  イ瀾  同   拗兵衛  

E 同  徳兵衛  h  I可   成郎イJ撤fl・j  

第1図 中町の景観  

（明治期地籍睦‖二，松本家「御用日記」より加筆して作成J  

姓ではなく，渡辺姓を用いた。正員も医業により  

生計を立て，渡辺三智と名乗った。また，「秩父  

郡大宮郷二住居ヲ定」とあり，三智の代に初めて  

大宮郷内に居を構えたことがわかる。三智につい  

ては，渡辺三智宛の勢州丑山一志郡須ヶ磯村（硯，三  

重県久居市須ヶ瀬町）渡辺清兵衛佐勝の番付が現  

存している6）。この書付は，三智が家伝の糾明を  

佐勝に依頼したようで，その返答である。これに  

よると，渡辺家は「多気之国首」の旧臣で，須ヶ  

瀬村の地侍であったという。この書付の存在から，  

少なくとも大宮郷に居住した三智は，伊勢・渡辺  

家との関係をこの時点まで有していたこと，また，  

三智自身がその祖を伊勢出身の者という家伝に強  
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第2図 伊勢屋片山義兵衛の薬種店  

（明治35年6月「秩父郡大富町  

繁昌寿娯録」）  



り，Jl■山家は伊勢出身で，さらに秩父郡内に来任  

した後にも伊勢に残った渡辺家との関係を持ち続  

けていた。それは「系図」の上で片山家が伊勢の  

武士出身であったことを述べる文脈に通じる。ま  

た，友庵の姻戚関係から，大宮町の重立ちである  

高野家と強い結びつきを持っていたと思われる。  

2）寛永～明暦期，大宮町における他国者   

既述したように，大宮町には他国出身者の定着  

が数多く見られた。次に大曽根家の来任の経緯を  

見ることにより，片山」家の定着の参考としてみた  

い。   

大曽根家は屋号を鋳物師屋といい，字柳島に屋  

敷を構えていた。柳島の町並みは，第4図に示し  

た元禄3年（1690）の絵図にも見える。旧稿で指摘  

したように，その向かい店の市郎左衛門は宝永6  

年3月「覚（絹市場定番）」には裏町の人として現  

れるので，街区を里する町屋が形成されていたと  

見られる。その形成は明暦元年（1655）以前であろ  

う7）。   

享保元年（1716）に作成されたと推定できる「大  

曽根家図」によると，初代久左衛門尉正国は「正  

保元甲申（＝寛永21年、1644）二月秩父へ住宅，新井  

四郎兵衛殿所へ参候」とある。新井家は，既述し  

い意識をもっていたことは確実である。   

三智は貞享5年（1688）5月に没し，その後は養  

子正垂が継いだ。正重は，実は名主高野孫右ミ衛門  

の次男で，医業を継ぎ，渡辺友庵と号した。高野  

家は，本家が大官郷の割役・名主を勤めていた蚤  

立ちの家で，大宮町の有力な家の－一つである（・）後  

の安昇の代にも，高野四郎ノ∫ミ衡門のナを養十にし  

ていたことが見える。この姻戚関係から，け山家  

は大宮町の重立ちである高野家と結びつきを持っ  

ていたと推察される。   

友庵が元禄9年（1696）5月に没した後，け山家  

の一族で，秩父郡日野村に居住した石井家から▲l㌔■  

重が入り後を継いだ。古壷は「故有テ本姓二帰り  

再称片山，片山玄友，以医為業」と記されている。  

この玄友が既述の「手形之事」に見える玄友であ  

る。以下，正芳（片山玄通），安昇（片山玄友），正  

姫（片【l」要人）と代を重ねた。   

これらの，「系図」に見える事柄の信憑性につ  

いて，特に安具以前の系譜については細緻な部分  

で疑問はあるが，少なくとも次の事柄は事実と見  

なしてよいであろう。まず，片山家が大宮町に来  

任した時期は，惣円寺に正頼の戒名が存在するこ  

とをふまえると，その没年である寛永20年以降と  

考えられる。次に，渡辺三智宛の書簡の存在によ  
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第4図 元禄3年 宰柳島周辺の景観  

（松本家文書「人富郷絵図」より作成）  

た高野家と同様，代々大宮郷の割役・名主を勤め  

た亜立ちの家である。四郎兵衛は屋号を結城屋と  

いい，当時大宮郷の名主の一人であった。   

これに関連して，次のような田地手形がある。  

手形之専   

一一，午末両年之かつゑこおよび，其上当年中之   

御年貢にはつシ仕共不罷成候故，我等之田何方二   

而も御請取無之候を，名主殿へ我等御請取被下候   

へ由話シ申二付，金弐両弐分之ゆわい（祝）ニ而永   

高合弐百四輪文田永代御講取被下候寄添存候，此   

田之健二付而脇♂誰人何を申候共，我等相渡し中   

上ハ罷出申分可申候，少も御気遣被成間数候，為   

後日如此二候  

田主番場  

寛永廿一年申十二月六日  久左衛門⑳  

（証人二名連印略）  

新井四郎兵衛殿  

江戸 久左衛門殿  

り古狐内筆者沌，以下l瑚動  

これは大曽根久左衛門が字番場（妙見社領）の久  

左衛門から永高240文の田地を譲り受けた際の手  

形である。大曽根久左衛門は，ここに記された肩  

書きから江戸出身であり，また，大宮町の名主新  

井四郎兵衛の仲介で番場の久左衛門から田地を譲  

り受けたことがわかる。この証文によると，番場  

の久左衛門は，寛永19・20年と続いた寛永の大飢  

饉により渇餌に及び，また，当年も年貢納入が不  

能となってしまった。そのため，所持する田地を  

手放そうにも，引き受け手がいなかった。そこで，  

名主新井四郎兵衛に頼り，その仲介により，大曽  

根家へ金2両2分で永代売りにすることになった  

のである。  

叫 52 －   



屋敷譲渡シ中辛形之畢  

・，我等名之屋敷表間口セ間半塞行弐胎弐間二而  

五畝拾五歩此永七拾壱文之所立家共二指添，櫨之  

義者上之方者次助擬敷境，下之方者奮兵衛屋敷境，  

嚢境者太郎助・喜三郎屋敷境，来場者竹やぶ，外  

こくね添之立木共二木残指添，蛍殿汀譲渡税金と  

して断金五拾両当座二請取申処実正也，ケ梯こ譲  

渡中上者諸親類者不及申，脇育誰成共構人無御座  

候，若族申者御座候ハ、我等証人何方進も罷出急  

魔埼明ケ資殿汀少も御苦労掛ケ申開敷候単  

一，御 公儀様御年責諸役等之発着榊条目之適御  

勤祭殿商こ人レ御支配吋被成候，為後‖他面如件  

人 宮 邸  

この田地手形から，「大曽根家図」の記載通り，  

江戸出身の大曽根久左衛門が寛永21年に大宮町に  

来任したことは疑い得ない。しかし，その買得し  

た田地の場所については詳らかでない。また，久  

左衛門が来任した際にどこに居所を置いたのか明  

確な史料もない。ただし，既述の通り，元禄期以  

前に字柳島に形成された裏町に屋敷があった。大  

宮郷は寛永12年（1635）5月に検地綿入れを受けて  

いるが，この時点では下・中・上町の町並みの東  

側は田，または畑として名請けされたと考えてよ  

い射。したがって，久左衛門の屋敷も地目上は田・  

畑であったと考えられ，寵永の田地手形で買得し  

た地所であった叶能惟が高い。   

このように，大曽根家の場合，大宮町の重光ち  

である名主新井家が来任を仲介していた。大曽根  

家が来任する寵永末年以降，明暦元年までの時期，  

他国者の大宮町への来任が顕著で，袈町の形成に  

象徴的な，町の拡大を促していったと考えられる【〕  

本稿がとりあげる片山家の場合，来任時期が寛永  

20年以降と考えられ，また，高野家と姻戚関係を  

結んでいたと，先に指摘したが，来任にあたって  

は高野家が仲介した可能悼も十分考えられる。  

Ⅱ 片山家の医業経営  

1）中町屋敷の買得   

大宮町に来任した片111家は，「系図」によると  

玄適正頼が医道を学んで以来，「本道医師」を生  

業としてきた。本道医師とは，漢方による内科系  

医療を行う医師で，内服共による処方を行う医師  

を指す。   

まずは，片山家が医業を営んだ屋敷について述  

べる。 片山家の屋敷は中町に存在するが，それを  

買得したのは，享保5年（1720）9月のことである。  

それ以前の居所は，大宮町という以外は詳らかで  

ないが，遅くとも享保元年ぐ1716）10月には，忍藩  

巡見時の六日町自身番所が玄友の所に置かれたと  

ある9）ので，中町の現在地に店を借りて居住して  

いたことが確認できる。次の手形は買得時の屋敷  

売券である。  

帰敬主  

軋兵衡翻  

証人  

助右衡門和  

名主   

席野縫殿介御  

享保ム甘イ・九月  

玄  友殿  

片山玄友占菰は，屋敷主であった籍兵衛lりJか  

ら屋敷5畝15歩をiE徳新金50痢で買得している  

（第5凶参照）。その値段は反当たり901両を超えた。  

ここは，六日町自身番所が解かれた場所であった  

ことから，町内の要地であったと考えられる。  

2）本道医師片山家の活動   

片山家が営んだ本道医師業は漢方によるもので  

あった。大宮町では，天保期（1830～44沖発にも  

「摸法医盛んにして，洋医の何物たるを知らず，  

寧ろ邪道妖術視せる」状況であったと言われてい  

る11J。また，健政3年（1791）4月「医師宗旨手  

形之事」に，玄友安昇の場合，加藤境南を針術医  

学弟子としていたことが記されているので，針治  

療の術も習得していたようである。なお，片山家  

の蔵書には天和2年（1682）4月中旬の銘を持つオ  

ランダ通詞本木庄太夫訳閣蘭陀経絡筋腺臓腑図  

解』の写本が含まれていた。これは，ドイツ人ヨ  

ハネス・レムメリンの解剖書『小宇宙図譜  

ー－・一53，・・■－   



は「当所浅見俊庵門人」であったことが記されて  

いる。玄友が指南した浅見俊庵は私塾を開いてお  

り，玄友はその門人であった。このように，18世  

紀半ばになると，医師は，大宮町の中で伸行する  

ようになってきた。   

ただし，玄友の後を襲った要人＿1E姫のように，  

父に指南を受けた上で，さらに2，3年間江戸銀  

町の清水益庵方に赴いて随身，修行する者もい  

た15） 。   

片山家は，その一一方で，宝暦期（1751～64）以前  

には「表見世」において薬種・穀物商いを兼ねて  

いたことが史料上に確認できる。：定勝14年2月「差  

上申願手形之事」には，これらの商いで「乱世二  

而貸出シ候売掛」があった記されており，節季払  

いによる商いであったことがわかる。したがって，  

薬種・穀物商いは医師莱の片手間に行うような小  

規模な緯常であったとは考えにくい。しかし，玄  

友安昇は，秩父郡上長留柑（硯，小鹿野町良留）  

の親類金左衛門の借金を層代わりし，その勘定の  

ために「表見陛薬種穀物商内」の「売掛金銭帳面」  

を全て譲渡するに至った。この時，け山家は薬種・  

穀物商いをやめることになった。このような経緯  

のためであろうか，薬樵・穀物商いに問わる正  

史・台帳の類いが片山家には…一切残されておら  

ず，それらの商いと医業経常との問の兼ね介いが  

どのようであったのか，不明である。  

Ⅳ 伊勢屋募兵衛家の成立  

1）伊勢屋嘉兵衛の大宮町来任と片山家名跡譲  

渡の過程  

「系図」によると，片山要人には二計一女があっ  

た。しかしながら，いずれも早世であった。．片山  

家の過去帳によると，質入の後は，虜兵衛という  

人物が養子となり，以後4代にわたり窺兵衛を襲  

名していたことがわかる。この初代窺兵衛は初名  

を右市と言った。この右市＝嘉兵衛とは－川一体どの  

ような人物であったのだろうか。   

初代轟兵衛の初出は寛政13年（1801）1月であ  

り，2点の文書に現れる。これらは同時に作成さ  

第5図 片山家の中町屋敷の買得  

（松本家文番「大宮郷絵図」，掌保5年9月  

「屋敷譲渡シ中辛形之翠」より作成）  

（PINAX MICROCOSMOGRAPHICUS）』12）を和訳  

したものであり，挿入された解剖図まで模写され  

ている。このことは，片山家の当主が，蘭方の医  

術にも関心を持っていたことを示唆させる。   

ところで，大宮町へ来任した後，片LLl家は医療  

技術をどのようにして学んだのであろうか。文啓  

では，その知識・技術を学ぶことを，指南と称し  

ている。大宮郷の場合，数例をあげると，享保15  

年（1730）2月に，医療を行いたいと忍藩に願い出  

た多田玄立の場合，父玄伴ではなく，江戸通り町  

三町目の医師梶原玄沖に指南したユ3J。また，明  

和3年（1766）9月に没した浅見俊庵（古間）も，隣  

家に生まれたが，江戸へ遊学したと伝えられてい  

る14J。このように，江戸に出て指南を求めたよ  

うである。   

しかし，延享期（1744～48）になると，変化が現  

れる。片山玄友安昇の場合，父玄通の後を継ぐこ  

とを願い出た延事3年3月「奉願口上之覚」によ  

ると，父に指南を受けていた。また，同人が作成  

した天明6年r1786）8月「医師宗旨手形之事」に  
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れた【一・体のものである。まず，大宮郷中村の轟助  

に宛てた番兵衛のr・札をあげる。これは天照太  

神・八幡大洋薩・春日太明神に対して起請すると  

いう形式で記されている。  

・札之事   

・，我等年来大和塵韓兵衛棟プJニ奉公致駐在低処，   

右御主人様病死後先般忠兵衛殿我等二申候宵，国   

元本家汗構登り候梯申候間，任申能登り候処，謀   

計を以暇差出シ候様断面割とけ有之候由重り傑人，   

早速有里二い東本店江川立致，主人韓兵衛梯‖ 到腐   

敗シ内々訳柄及承候処，忠兵衛鰻取計こ而蝦芳川   

シ候構り息此 依之御主人ん■を暇耽り候処差、1与り   

追々難渋二粧軋、1川与身之掛リfノ樹木＝ノ，鯉雄即卜   

町相模履弥市搬を以追走段々之始末柄相噺シ，難   

渋之身分適・打明シ世話致被下度趣押Irl摘もこ州純   

申候処御相談被卜，瞥之l勺御店二差脛被下條様被   

成下，戚二以解凍刊：合，粍トも触之，然ル上帯勿   

論何事二木1視天照大神・八幡人持藤・糾l人明神   

之欝文灘、ンニ，簡殿御世話相成候段，憫々骨所用守   

一小‡1，苫万々 心得過等放低俵も有之候ハ1勒罰   

を請，持上鉾蠍何様二身曾取扱被成候共決雨後悔   

放間数候，為後¶焼成・札，他面如什  

置くようになっていた。   

2点目に，店借となった番兵衛が窺助の見世を  

預かった一札を掲げる。  

・札之事   

…，此度輿殿秩父人冨町片山安八殿見匪・式御買   

取粧成，私見世之儀二付前奔寄居町之・件も有之，   

何や見世柁等二御任被下候枝折人而相楯，右こ付   

輿殿御店こ相適無之，依之伊勢犀之のうれん殊二   

窺のす相人目川】，人金之偽者当時手切二相成金八   

面相渡シ，柁荷物之儀者歎殿方∂御送り被下候趣   

相談二及御承知被仁 御店預り候他覚正二御座候，   

然ルヒ音イr御店勘定向之偽者飛等肇不及申f一孫   

永々跨殿九1年々†裾≠商を以分・差卜l小一l條制約   

定相極メ，尤此証文面之適何時こ而も御人用之節   

音御勘定吋致候，蒐又常文相立右規定急使相守町   

叩，紆ん■小…御京二人車中掛事拓も致候俄有之候  

／、、，何時こ而も御撼杵被蚊帳施銭節m・．ム之焼印  

．択ケ什間敢候，尤我等偶々骨折商l畑幣日放末々宵   

我等こ御誹り被ド候趣御‖錘之上御厨預り時計文，   

他面如鼎  

魔政十∵暦仲吊汗   

中村l勺  

窺  助殴  

慮揉掛軸   

魔政†・ミ内申1r川   

中村内  

藤  助殿  

慮舟動蜘   

この小一■札は，先に見た虜兵衛が借り受けた鼠世  

について，借用の条件も含めて微細に述べている。  

中村窺助はこれ以前に片山要人の中町屋を敷の「見  

牡一一一式」を買い取っていた。それは要人の父玄友  

の代にやめた薬梯店の道具古式を含んでいたもの  

と考えられる。「帯解町之一一一一作」により難渋して  

いた轟兵衛は，蕗助が持つ片山家の鼠世を任せて  

くれるように頼んだのである。その際，次の3点  

を条件とし，魔助も承知した。第1に，「伊勢屋  

之のうれん，殊二鳥の字」を威助より譲り受ける  

こと。第2に．大和履からの手切金である金8蘭  

を翁助に渡すこと。第3に見世の残り荷物を窟助  

に処分してもらうこと。また，「御店勘定向」，つ  

まり，構築については窺助に毎年の商い高の分－，  

つまり，利益の1割を差し上げることを約宝した。 

右市＝鹿島衛は，もとは大和優に奉公していた。  

大和庵は樽沢郡寄厨町（硯，人里郡寄たキ町）で凍  

櫨店を営む渡辺家で，同家は近年まで黄楊を雛菅  

していた。′ この－－－－■札によると，大和屋は寄居町の  

国元本家と，江中表本店の¶二つの鼠世を持ってい  

た。感兵衛は江≠i東本店にいた主人酋兵衛の奉公  

人であった′ニ ところが，蒋兵衛が没した後，後継  

者の忠兵衛により，窺兵衛は「謀計を比」暇を出  

されてしまった。題兵衛は，この顛末を「寄屠町  

之一一件」と称Lている。これによって，追々難渋  

し，身の置き所に困るようになった。，そこで，秩  

父郡野上町（硯，長瀞町本野上）の相模屋弥市1dl  

の世話によって，中村の姦助の見世を借りて身を  
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が殉されており，これによって，売買の方法と，  

薬種を売る相手が推定できる。この「綻」は明確  

な年次が記されていないが，伊勢屋の経常時期か  

ら考えて，一文化期以降のものと見られる。4条に  

わたり，公儀が禁止した薬種や，毒薬・贋薬など  

の売買の禁1l二，粗製の薬の販売の禁1L，錫・鉛・  

煩硝・硫黄などの船積による運送の禁1L 他国か  

ら行商にやってきて唐物（摸薬）・和薬を確り売り  

し，また，効果が疑わしい品を売りつけることが  

ある「新規凍商人・仲買渡牡之者」との取引の禁  

1卜，仲間内における和薬の値段の調整について記  

している。拭く第5条で，代金の勘定法について  

述べている。  

，誹ノ邦耶産｝‖中間乱打相棒こハ急煙毒引叶紆軋   

御得意様方二面も 二季御勘定棚滞り帳御ん■さ－ かし  

・売御断り申卜候  

附り，通同座、来ル逗留・借家こ小l軋匪師・  

画帥・番兵商人之類是蓬度々不用なる  

凝有之候間此度酢軋 仲間・紘かし克  

不什候  

「掟」を定める仙嗣二，薬椎を取引する諸方閉  

局・仲間との間に混経でも起こったのだろうか，  

代金を支払う際には，ぷ引，つまり収‘支計算を必  

ず行うように記している。．また，相手が「御得意  

様カ」であっても，盆・蕗の節季払いに滞るよう  

な者であれば，「かし売」を断るようにした。さ  

らに，附りにによると，医師・画師・香具商人2（り  

は，かつては「かし売」により取引をする柵手で  

あった。しかしながら，代金の支払いをめぐり争  

論でも起きたのだろうか，以後の「かし売」は行  

わないことにしている。したがって，売り方を硯  

金払いに変更したと考えられる。   

実際に，唯一・一発払い先が明確に見える文化11年  

＝814）5月「一札之事」によれば，文仙という医  

師へ薬種を送っていたことが見える。この場合，  

小鹿野町の権左衛門が文仙への薬種の運送と代金  

の請取を請け負うことが対談により決めており，  

現金払いによる取引を行っていたようである。  

さらに，轟兵衛は，商いが繁昌した末々には窺助  

が見世を譲渡する可否を考え定めることを求めて  

いる。   

このようにして，初め右市と言った人物は，伊  

勢屋の屋号をもち，義兵衛と名乗り，後に「伊勢  

窟」と通称される薬種店として商業活動を始め  

た17）。また，この時，寮兵衛と片山要人が，鹿  

助を通じて，初めて関係を持つようになった。   

その後，本道医師片LLl家では，文政7年（1824）  

1月2日に，要人正姫が後継者を定めないまま，  

47歳で没した。要人の母いちは，翌年，汁山家の  

名跡を当時57歳であった伊勢展凝集衛とその変  

に，中町の井上茂十郎を「仲人」として譲ること  

にした。この結果，片山家の名跡に，伊勢撞慮兵  

衛は養子として人り，け拙家を相続したい上川乳  

癌兵衛は町内の行事職に名を連ねる際にけ山姓を  

用いるようになった1酎。なお，過去帳によると，  

いちも翌9年12月に75歳で没している。▲  

2）伊勢屋の薬種店   

伊勢魔窟兵衛は，魔政期以降，何時かほ明確で  

はないが，先の約定の通り，見世を持ち主の中村  

窺助から譲り受けたようである。′   

初代窟兵衛は，文政13年（1830）11月に没し，そ  

の後は2代嘉兵衛が継いだ。2代窺兵衛は，天保  

13年（1842）4月に児玉郡児玉町（規，児玉郡児玉  

町）の薬種店であった伊勢屋健次郎から「薬種見  

世売掛り代物並二薬種諸道具・凝・立具・家財・  

諸道具共不残」を買い取った。この代金は26両2  

分3宋と銭50文であった。慶次郎は，この2年前  

に，娘を憲兵衛の養女に出していたので，その婚  

姻関係からこのような売買が成立することになっ  

たと推測される軌。ただし，旧稿で検討した近  

江出身の升屋矢尾露兵衛のように，分家・別家の  

創設により各地で支店経営を行ったことはうかが  

うことができない。   

伊勢屋寡兵衛が行った薬種の売買については，  

往時の台帳類は管見の限りでは欠いておi），緯営  

業態がほとんどわからない。しかし，幸いなこと  

に，秩父郡内の薬種店が結成した薬種仲間の「掟」  
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また，明治6年（1873）7月に熊谷県に提出され  

た「薬種売買取調書上」に和薬・漢薬の取引の書  

上21）が存在する。もちろん，明治期以前の経営  

そのものを示す史料ではないであろうが，これに  

より浮かびあがってくる商業活動の様子によって  

考察を進めたい。   

片山家が扱った薬の例をあげると，和薬には桔  

梗，桂根，木通，五味子，白桃花，麦門冬，硫黄  

花，十妾，松脂，生妾，知丹，佐渡蒼述，滑石，  

阿膠，三黄丸，葛根，片栗，苛薬，伊豆縮砂，夙  

牡蠣，橙皮，杏仁，漢薬には竜脳，黄苓，猪苓，  

竜眼肉，沈杏，解杏，麻黄，柳子細，木香，辰砂，  

益知，大黄，Jム東人参，朝鮮人参，大楓子油，柳  

∫・油，竜′粋がある（J   

これらの壌稗の付人れ先には，年により若十の  

変動があるが，主なものは，上野国緑野郡藤岡町  

（札 群罵県藤間市）の町巨岬」兵衛，児玉郡本圧宿  

上町（硯，本庄市本上主）の中原1き用IS，児玉郡児二t珊一  

の中沢半兵衛の3軒が挙げられる。   

これらの薬種が売り払われた棚手については，  

この番上には記述がなく，また，製剛薬・自製薬・  

取次克典22）はなかったと記されている。税机  

け山家には「元け本舗」の看板や「金竜散」とい  

う薬の取次儀内の版木が残されており，大元什と  

いう薬の調合，販売と，金竜散という薬の取次を  

行っていたと請われているが，この啓上ではそれ  

らの付在は認められない。   

ところで，伊勢屋の薬種店では薬種以外の物が  

商われていたことが，先に引用した明治6年の「薬  

種売買取調書上」に姐える。それは「専業菜種，  

他業絵具・染草類兼商」という記事である。硯在  

の片山家でも薬局を家業の中心にしながら，発局  

の傍らにペンキ・ニスなどの壊料を販売するペイ  

ント店を開いており，絵具・染草類の兼商は継続  

している。さらに，聞き取りによれば，汁H」家で  

は，明治期以降に砂糖，氷砂糖，葡萄酒，牛乳，  

零，農薬なども扱っていたという。これらは滋養  

をもたらしたり，物体の着色・つや出しなどに用  

いられたりするもの，さらにはそれまでに見られ  

ない目新しいものまで，広義の薬として商われて  

いたと言われている。   

このように，伊勢屋の商いは，医師・画師・香  

具商人を相手に，薬種・絵具・染草類を商ってい  

たと考えられる。  

Ⅴ 結びにかえて  

本稿では，秩父郡大宮町における他国商人の定  

着の過程を，中町の伊勢屋片山家を事例に検討し  

た。   

片山家は，出身を伊勢と伝え，寛永20年以降に  

大宮町へ来任した。町への転入には，大曽根家の  

事例と同様，大宮町の垂立ちが仲介者であったこ  

とが想定される〔）＊任してきた片山家は本道医師  

を家業とし，享保5年に，中町の要地と思われる  

屋敷を買得した。大宮町内の医師は，il二戸に赴い  

て指南を動ナていたが，18世紀中発には主に大筒  

町内の医師から指南を受けるようになった。他方，  

片山家は，挺師業と同時宣「表見世」で薬種・穀  

物の商売も行っていた。しかしながら，宝暦14年  

に菜種・穀物の商いはやめてしまった。   

文政8年，要人正姫に継嗣がおらず，その名跡  

は江戸昌一1身の商人蕗兵衛に譲り渡された。義兵衛  

は，これに先立って，はじめ野上町相模屋の店倍  

となり，相模屋の世話によって中村姦助に通じ，  

その仲介によって寛政13年に片山家の見世一式を  

預かるようになった。そして，伊勢屋と名乗り薬  

種の商いを始めていた。憲兵衛が大宮町に定着し  

た過程に着日すると，18世紀後半には，他国出身  

の商人が走者しようとする際に，大宮町を中心と  

した地域において，彼らを受け入れるために相互  

に仲介し得る人的な交流が存在していたことを指  

摘できる。   

小稿では，開国以降の伊勢屋の経常の変化につ  

いて，特に洋薬が扱われるようになった後の変化  

については捨象した。西洋の医術や洋薬が入って  

きた後，従来の薬種の取引形態に影響を及ぼして  

いったと思われる。また，明治23年以降，伊勢屋  

片山家からは金物屋片山意次郎家などの職種の異  

なった分家が出されるようになった。このような  
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明治期以降の伊勢崖片山家の商業活動の展開につ  

いては，稿を改めて検討しなければならない。  

付 記  

本塙の作成にあたって，片山家御当主である誠二   

郎氏には，片山家文番の閲覧に便宜をおはかりいた   

だいたばかりでなく，数々の御教示をいただきまし   

た。また，中町会顧問柳武象氏，今宮神社祢宜塩谷   

治子氏，秩父市立国賓館，寄居町教育委員会社会教   

育課の皆様にも，史料の閲覧，および聞き取りに御   

協力いただきました。予備調査の際には，宮側町作   

美洋一・氏に，片山家をはじめとする史料所在の情報   

について紹介の労をいただきました。記して，深謝   

申し上げます。   
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に断らない限り，引用史料は片山家文替である。  

3）「今度御巡見様方御通二付三沢村・大宮へ番人馬其  

外御用控」（享保元年10月，秩父市立囲沓館蔵，上   

町・松本家文書「御用日記」く宝永6年〉所収。以   

下，同様史料は松本家「御用日記」と略称）には，  

六日町自身番所として玄友（片山），十六日町自身   

番所として利兵衛（山中）が見える。また，松本家「御   

用日記」（文化13年）2月7日条には，六日市場の  

惣代として助右衛門（岩田）・忠兵衛（石田）・徳兵  

衛（小泉），十六日市場の惣代として佐兵衛（中い  

拗兵衛（不詳）・重郎右衛門（井上）の名前が見える   

（柿原謙一編（1995）：『秩父地域絹織物史料集』，   

埼玉新聞社，218号）。これらのうち当時の犀敷が  

判明するものについて第1図に図示した。それら   

の分布から，本文の推測を裏付けることができる。  

4）以下，「系図」とする。「系図」の作成には明らか   

な作為が認められる。一例をあげると，安昇（玄友）   

の餐子正義（保五郎）は，高野四郎左衛門の次男で   

単性したと記きれているが，実は「跡式相続出来   

兼候由」により離縁された（「差上申願手形之事」，   

寛政2年2月）。このように系譜上の傍が意図的に   

伏せられている。しかしながら，そのような作為  

により成り立つ「系図」が強調する記述には，本   

論で述べる通り，傍証できる事柄もあるので，条  

件付きで用いていくことする。  

5）片山家の植那寺は浄土㌫惣H寺である。  

6）この番付は年欠であるが，三智の城名と没年月E】  

を記した紙片が貼ってある。片山誠二二郎氏の調査  

によると，渡辺清兵衛家は須ヶ瀬に現存し，その   

阻筑後守は伊勢国司北畠氏の旧臣で，その砦跡が  

現存する。  

7）菅原・・氏蒐集文書（柵原前掲3）史料集53一号㍍ 元禄  

3年の絵匝‖二は町犀が158軒（除，社寺）見えるが，   

明暦元年には既に「町並本人家百五節∴軒」（「武  

州秩父郡人宮邸宝永七年改革」）を敢えており，そ  

れ以前に下・中・上町の過りの東側にまで維ー区が  

拡人していたとしか考えられない、，娃‘i；：6年こ3ノー  

に江戸から太一曽根家を請人にして人ってきた医輔  

花木斎魔の屋敷は節41糾こ示した場所にあり，遅  

くとも延宝期には妙見社領に揺する場所まで裾区  

の拡大が進んでいた。  

8）寛永末年一明暦期に街区が拡人したと考えられる   

場所は，当然屋敷地ではなく，本来は耕地であっ  

たと考えられる。節41糾二見えるように，′打間島  

周辺の耕地には畑地が多かった。  

9）前掲3）参照。  

10）この手形に見える以外，系譜は締らかでない。なれ   

宝永6年3月の絹市場の見tl摘射二「六‖ 洋兵衛  

倉上ノ方」と見える蕾兵衛（植原前掲3）史料集r53  

号）と同一一人物と考えられる。  

11）佐藤恒二（1935）：耗邦に於ける帝王敢闘術の鼻祖  

伊古田純遭翁の適躁を訪ふ，中外医事新報，1217，   

101ページ。  

12）原本となったオランダ語版は1667年Fり（初版はラテ  

ン語で1619年Ft」）。同番については次の文献に詳し  

い。秩父郡市医師会軋編賽委員会編（1994）：『秩  

父医界風土記』，秩父郡市医師会。  

13ト松本家「公用帳」（享保15年）。  

14）大野玄鶴「秩父志」巻之・一明治2囲；1月，稲村即  

元編（1929）：『埼玉叢湾＝ 覇㌢＝臥，1！）7り復刻，国  

書刊行会）178ページ。秩父市誌編賽委組会絹針1962）   

：『秩父市誌』，秩父市，387ページ。  

15）「乍恐以書付奉願上候」。「差上申升形之事」。いず  

れも年欠であるが，安八等の年齢の記載から寵政  

6・7年噴からと推定きれる。 

16）本野上柑の相模犀は『埼玉県営菜便覧』（明治35年）  

に「旅館兼料理店 堀内藍太郎」と見えるが，そ  
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れ以前の家業は不明である。  

17）「薬種売買取調番上」（明治6年）に「篭政九年丁じ  

正月開胤 当代ヨリ三代前義兵衛ヨリ連続専業，  

薬種，絵抜染箪兼商」という届番があるが，その  

年次についての根拠はイく明である。  

18）「乍恐以書付奉願上候」（文政8牢）。柳武象氏複製，  

中町会所蔵「犀台永代帳」（天明5年～明治14年）‘  

なお，後者の史料でJ＝ll嘉兵衛の初Jllは附行事職  

となった天保10年11月である。 

19）「売渡シ証文之畢」（天保13年）い「送一一・札之事」（天  

保11年）  

20）秩父郡内の番兵商人については，実態を農闘病い  

に近い商人としてとらえる八木橋仲浩の指摘があ  

るし，八木橋は，ト川封二番ハl殉人の克強行為をハ定  

したが，この♯柚問屈の「捉」を姐る限り，香代  

商人の商いの対象【lいこは十三杏与＝こ含まれる灘が  

含まれていたと見る方がよいように思う。この点  

より，接近，秩父郡内の香典商人による売薬行為  

を肯定し，八木檎を批判した．17田仲之の主張に同  

意できる。八木橋仲浩（1986）：秩父都内における  

近世後期の再甚帥薬用，地ノナ史研究協議会編 針内  

陸の／重工清と文化』，雄吊川削＿目視，248～278、、l㌧田仲  

之（1995）：複たする職分一番具帥のエ能と農開府  

い，久留鳥浩・．モf田仲｛と舶『近t＝二の社会射・り一山  

緒と．i脱』，＝川川l版祉，297～323√′  

21）明治3年から3年分の諸東棟売買の記録である（）  

22メ 製利発とは買い人れた発からイこ純物を耽り除いて  

純度を痛めた薬，臼馴鹿とはけ山家で調合した食，  

取次克慄とは別の偶人から委託を一滴けて販宣する  

壌を指すと考えられるい  
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